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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期
第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 4,714,251 5,929,461 12,136,671

経常利益 （千円） 170,798 317,623 650,021

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 88,481 200,711 385,381

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 134,153 151,816 469,827

純資産額 （千円） 4,287,153 4,668,836 4,568,368

総資産額 （千円） 7,420,168 8,904,103 9,243,038

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 12.05 27.36 52.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.78 52.43 49.42

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 734,063 1,126,568 510,829

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △113,533 △54,523 △81,089

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △51,185 △51,421 △105,160

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,382,617 4,158,476 3,137,853

 

回次
第75期
第２四半期
連結会計期間

第76期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.40 18.04

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】
（注）　「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

 

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したものでありま

す。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

連結経営成績

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業の生産活動は在庫調整局面にあり、中国向けの輸出も

弱含みで貿易収支も小幅ながら赤字となりましたが、個人消費主導により緩やかな景気回復が続きました。

建設業界におきましては、官公庁工事は微減となったものの、企業の積極的な設備投資を背景に民間工事は好

調で、ここ数年採算が悪化していた工事も一巡し、利益率も堅調に推移しております。また、運輸業界におきまし

ては、営業用貨物輸送量は堅調に推移しておりますが、ドライバー不足への対応が課題となってきております。

このような状況の下で、当第２四半期連結累計期間における建設事業の受注活動については、既に期首時点で

の繰越工事が前年完工高の約８割の状態にあったことから、抑制気味に受注せざるを得ませんでした。結果、前年

同期比24億35百万円減の39億13百万円となり、通期受注計画120億円に対する進捗率は32.6％となっております。

売上高につきましては、建設事業においては期首繰越工事の施工進捗が想定以上に進んだことから、運輸事業

における減少を十分にカバーし、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比12億15百万円増の59億29百万

円となりました。

次に、利益につきましては、建設事業において売上高増に加え、資材価格の高騰および外注費の上昇を予想し

ておりましたが、安定して原価推移したことにより工事原価の採算改善がなされたことから、当第２四半期連結累

計期間の営業利益は２億89百万円で前年同期比１億24百万円の増益、経常利益は３億17百万円で前年同期比１億46

百万円の増益となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても２億円と前年同期に比べ１

億12百万円の増益となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 売　　上　　高 セグメント利益（営業利益）

・建設事業 58億37百万円（前年同期比 26.4％増） ２億80百万円（前年同期比 75.4％増）

・運輸事業 91百万円（前年同期比  5.7％減） ８百万円（前年同期比 97.8％増）

 

 

連結財政状態

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は71億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ、３億22百万円

減少いたしました。これは主に現金預金が10億20百万円増加する一方、前連結会計年度末の債権の回収が進展した

ことにより受取手形・完成工事未収入金等が15億39百万円減少したことによるものであります。固定資産は17億65

百万円となり、前連結会計年度末に比べ、15百万円減少いたしました。これは主にソフトウェアが49百万円、併せ

て繰延税金資産が25百万円増加する一方、投資有価証券が82百万円減少したことによるものであります。

この結果、資産合計は89億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ、３億38百万円減少いたしました。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は39億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ、４億55百万円

減少いたしました。これは主に未成工事受入金が１億61百万円増加するとともに、その他流動負債が１億83百万円

増加する一方、前連結会計年度末における支払債務の決済進展により、支払手形・工事未払金等が９億６百万円減

少したことによるものであります。固定負債は２億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ、16百万円増加いた

しました。これは退職給付に係る負債が12百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は42億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ、４億39百万円減少いたしました。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は46億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ、１億円増加

いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金が48百万円減少する一方、利益剰余金が１億49百万円増加し

たことによるものであります。

この結果、自己資本比率は52.4％（前連結会計年度末は49.4％）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下 「資金」という。）は、41億58百万円とな

り、前連結会計年度末より10億20百万円増加いたしました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フローは、11億26百万円の資金の増加となりました。その主な要因は、仕入債務

が９億６百万円減少したこと等により資金が減少した一方、売上債権の減少15億39百万円、未成工事受入金の増

加１億61百万円及び税金等調整前四半期純利益３億13百万円等により資金が増加したことによるものでありま

す。

（前第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは７億34百万円の資金の増加）

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フローは、54百万円の資金の減少となりました。その要因は、投資有価証券の売

却による収入11百万円により資金が増加する一方、無形固定資産の取得による支出60百万円等により資金が減少

したことによるものであります。

（前第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは１億13百万円の資金の減少）

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フローは、51百万円の資金の減少となりました。その要因は、配当金の支払額51

百万円によるものであります。

（前第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは51百万円の資金の減少）

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　特記事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,500,000 同左
㈱東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 7,500,000 同左 － －

（注）平成27年４月１日をもって、１単元の株式数を1,000株から100株へ変更しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 7,500,000 － 723,000 － 472,625
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

富士京不動産株式会社 兵庫県姫路市別所町北宿816番地２ 2,513,000 33.51

ソネック取引先持株会 兵庫県高砂市曽根町2257番地の１ 979,100 13.05

ソネック社員持株会 兵庫県高砂市曽根町2257番地の１ 366,900 4.89

株式会社ソネック 兵庫県高砂市曽根町2257番地の１ 164,493 2.19

渡辺　健一 兵庫県姫路市 116,000 1.55

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 100,000 1.33

株式会社みなと銀行 神戸市中央区三宮町二丁目１番１号 100,000 1.33

渡邊　弘 兵庫県姫路市 89,100 1.19

山本　組子 兵庫県高砂市 80,000 1.07

ヤング開発株式会社 兵庫県高砂市米田町島２ 75,000 1.00

計 － 4,583,593 61.11

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数100株
普通株式 164,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,335,200 73,352 同上

単元未満株式 普通株式 400 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数  7,500,000 － －

総株主の議決権 － 73,352 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ソネック
兵庫県高砂市曽根町

2257番地の１
164,400 － 164,400 2.19

計 － 164,400 － 164,400 2.19

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 3,143,853 4,164,476

受取手形・完成工事未収入金等 4,255,859 2,716,458

未成工事支出金 50,232 233,975

材料貯蔵品 2,094 1,831

繰延税金資産 38,868 47,879

その他 23,918 27,241

貸倒引当金 △53,200 △53,200

流動資産合計 7,461,627 7,138,663

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 327,033 329,231

機械、運搬具及び工具器具備品 291,012 287,362

土地 736,814 736,814

減価償却累計額 △462,663 △470,323

有形固定資産合計 892,196 883,084

無形固定資産 34,625 84,611

投資その他の資産   

投資有価証券 755,297 673,161

会員権 69,400 69,400

繰延税金資産 32,245 57,485

その他 43,805 43,856

貸倒引当金 △46,160 △46,160

投資その他の資産合計 854,589 797,743

固定資産合計 1,781,410 1,765,440

資産合計 9,243,038 8,904,103
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 4,026,289 3,119,423

未払法人税等 33,086 130,862

未成工事受入金 193,748 355,133

完成工事補償引当金 10,000 7,000

工事損失引当金 1,200 -

賞与引当金 38,700 51,100

その他 112,915 296,848

流動負債合計 4,415,939 3,960,368

固定負債   

役員退職慰労引当金 29,903 33,081

退職給付に係る負債 216,986 229,977

その他 11,840 11,840

固定負債合計 258,729 274,899

負債合計 4,674,669 4,235,267

純資産の部   

株主資本   

資本金 723,000 723,000

資本剰余金 477,001 477,001

利益剰余金 3,298,554 3,447,917

自己株式 △83,029 △83,029

株主資本合計 4,415,526 4,564,889

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 152,842 103,947

その他の包括利益累計額合計 152,842 103,947

純資産合計 4,568,368 4,668,836

負債純資産合計 9,243,038 8,904,103
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 4,714,251 5,929,461

売上原価 4,328,266 5,399,562

売上総利益 385,985 529,898

販売費及び一般管理費 ※ 221,457 ※ 240,384

営業利益 164,528 289,514

営業外収益   

受取利息 2,036 2,032

受取配当金 5,684 5,717

受取賃貸料 1,668 25,045

売電収入 － 1,075

その他 1,399 1,465

営業外収益合計 10,789 35,335

営業外費用   

賃貸費用 4,198 4,586

売電費用 － 2,160

その他 320 479

営業外費用合計 4,519 7,226

経常利益 170,798 317,623

特別利益   

固定資産売却益 － 877

投資有価証券売却益 716 －

特別利益合計 716 877

特別損失   

固定資産除却損 23,834 －

投資有価証券評価損 － 4,646

特別損失合計 23,834 4,646

税金等調整前四半期純利益 147,680 313,854

法人税、住民税及び事業税 5,335 126,797

法人税等調整額 53,862 △13,654

法人税等合計 59,198 113,143

四半期純利益 88,481 200,711

親会社株主に帰属する四半期純利益 88,481 200,711
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 88,481 200,711

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 45,671 △48,895

その他の包括利益合計 45,671 △48,895

四半期包括利益 134,153 151,816

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 134,153 151,816

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

株式会社ソネック(E00279)

四半期報告書

11/17



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 147,680 313,854

減価償却費 10,260 22,473

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,000 △3,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） △19,600 △1,200

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,500 12,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △67,621 3,178

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △25,674 12,991

受取利息及び受取配当金 △7,721 △7,749

有形固定資産売却損益（△は益） － △877

投資有価証券評価損益（△は益） － 4,646

投資有価証券売却損益（△は益） △716 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,888,791 1,539,401

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △52,018 △183,479

仕入債務の増減額（△は減少） △2,091,244 △906,866

未成工事受入金の増減額（△は減少） 126,515 161,385

その他 61,436 183,171

小計 983,588 1,150,328

利息及び配当金の受取額 7,719 7,739

法人税等の支払額 △257,244 △31,499

営業活動によるキャッシュ・フロー 734,063 1,126,568

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △19,840 △3,348

有形固定資産の売却による収入 － 901

無形固定資産の取得による支出 △12,675 △60,000

投資有価証券の取得による支出 △3,724 △3,252

投資有価証券の売却による収入 22,657 11,250

その他 49 △74

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,533 △54,523

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △51,185 △51,421

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,185 △51,421

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 569,344 1,020,623

現金及び現金同等物の期首残高 2,813,273 3,137,853

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,382,617 ※ 4,158,476
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準第44－５項（4）及

び事業分離等会計基準第57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　保証債務

下記の得意先の分譲マンション販売にかかる手付金等受領額に対して、信用保証会社へ保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

ヤング開発㈱ －　千円 58,900千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

役員報酬 16,770千円 20,247千円

従業員給料手当 83,735 78,230

賞与引当金繰入額 12,849 11,853

退職給付費用 5,827 3,817

役員退職慰労引当金繰入額 2,040 2,276

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金預金勘定 3,488,617千円 4,164,476千円

保証金として差し入れている現金預金

（定期預金）
△6,000 △6,000

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △100,000 －

現金及び現金同等物 3,382,617 4,158,476
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 51,390 7  平成26年３月31日  平成26年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月11日

取締役会
普通株式 22,024 3  平成26年９月30日  平成26年12月３日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 51,348 7  平成27年３月31日  平成27年６月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高    

(1）外部顧客への売上高 4,617,202 97,049 4,714,251

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 4,617,202 97,049 4,714,251

セグメント利益 160,105 4,422 164,528

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高    

(1）外部顧客への売上高 5,837,941 91,519 5,929,461

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 5,837,941 91,519 5,929,461

セグメント利益 280,767 8,747 289,514

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円05銭 27円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 88,481 200,711

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
88,481 200,711

普通株式の期中平均株式数（株） 7,341,507 7,335,507

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

    

   平成27年11月６日

株式会社ソネック    

 

 取　締　役　会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 森　村　　圭　志　　　印

    

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　東　　昌　一　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソネッ

クの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソネック及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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